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1. はじめに

奈良の春 日大社では, 毎年3月15日 に御田植祭

という, 五穀豊穣を祈願する祭典が行われる。こ

の祭典において, 八人の巫女による田舞が奉納さ

れる。本論文ではこの田舞の所作の特性について

考察を試み, さらに民踊の所作との関連性や, そ

の意味を探る手がかりを得たい。

2. 田舞の歴史

春日大社の田舞は, 明治の始め当時の社司大宮

守慶によって書かれた 「春日大社神楽舞」に, 春 日

大社 では長寛元年(1163)に 始められたと伝え

て いる。 その後 は,  春 日大社の桐官が書いた

日記で鎌倉期の資料として残っている 「春日社記

録」の寛元4年(1246)正 月十八日の条に 「今日

可有田殖之義」 と記されており, これは確かな記

録 としての初見 といえる。それ以降も同 「春 日社

記録」や, 春 日社で所蔵 している 「春日拝殿方諸

日記」で文永年間や宝徳年間に, さらに室町期に関

しては 「大乗院雑事記」, 「多聞院日記」にやはり「御

田植」という文字が記されており, これらの文書

を合わせ考えれば, その具体的内容については, 

いずれ も詳細な記述は見られないが, 御田植祭は

時代を通 じていずれも正月八 日以降の申の日に行

われ, 八乙女といわれる巫女の舞が奉納 され続け

ていたことが うかがえる。ところで, 田舞の譜本

は, 元和2年(1616)当 時の春 日社の巫女, 富田

棋子によって書かれた 「春 日社神楽歌」が現存す

る最古の伝本とされているが, この譜本 も, 田植

歌の歌詞のみで, 舞の所作を表す舞譜は残されて

いない。その後, 明治12年 頃に大宮守慶によって

書かれた 「春日大社神楽舞」 と明治35年 に当時の

弥宜大東延慶によって書かれた 「社伝神楽歌笛鼓

舞琴譜」に田舞の舞譜が残されている。

3. 田植歌の歌詞と所作

田舞は, 春 日大社では社伝神楽の中に位置づけ

られており, この社伝神楽が明治初期に当時の社

司, 富田光美によって国内各地の神社に伝え られ

た際, 田舞 も伝え られた。今回は, その中の香川

県金刀比羅宮, 山形県出羽三山神社の現在の田舞

や春 日大社に現存する明治初年に書かれた舞譜を

資料 として, 春 日大社の田舞の少 しで も本来の形

に近い舞を考察 しその所作について明らかにする。

 田舞の際に歌われる田植歌は表1の ようである

が, 田舞の所作 と照 らし合わせてみていくと, 田

舞の半分以上の動きが, 歌詞の意味に対応 したい

わゆる 「当て振 り」め傾向が強い。

〈例1〉 表2に

示すように, (1)

の歌の 「ナエタ

ネ」に伴う動作

は"カ イグリ"

といわれるもの

で, この動きは

明治の舞譜では

「苗の束を解き」

「苗のひもをほ

どく」と記され

ているように, まさに苗を植える前の しぐさであ

り, 歌詞の当て振りである。

〈例2〉

表3に 示す

ように, (1)

の歌の 「ウ

エホヨ」に

伴 う動作 も

先の例1で

ほどいた苗

を右手の親

指と他の四本の指でつかんだ形で下方に置 くしぐ

さであり, 苗を植える模倣的動作である。

〈例3〉

(3)の歌 の,

「フ ク マ ン

ゴ ク ニ」 の

部 分 は, 表

4で 示 す よ

うに, 大 き

な球 を形 づ

くる。フクマ ンゴクとは 「福」, 「万」, 「石」

とい うことで米の豊作を意味 している。 したが つ

てこの所作 も米でいっぱいの俵の形を表 している

のであろう。

〈例4〉 表5に 示すように, (3)の歌の 「ホンゴク
エ」に伴 う動作は, 明治12年 の舞譜には 「向こう

を見るようにかざしみる」と記され, さらに出羽

三山神社の指導者の談によると, ホンゴクすなわ

表1 田植歌の歌詞及び意味

表2 「ナエタネ」に伴う動作

春日現 …現行の舞

明治35… 「社伝神楽歌笛鼓舞琴譜」による表現

明治12… 「春日神社神楽舞」による表現

表3 「ウエホヨ」 に伴う動作

表4 「フ ク マ ン ゴ ク ニ」 に伴 う動 作
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ち 「本国を見渡す」意味の所作であったのではな

いかとい う。

 以上は, ほんの一部の例であるが, このよ うに

田舞はいずれ も歌詞の模倣的しぐさが多く, '例に

示 したような動きが田舞の半分以上を占めている

ことか ら, 田舞の動きの特徴はいわゆる 「当て振

り」にあると言えるであろう。春 日大社の巫女舞

指導者細田節子氏も, 春日社伝神楽の中の他の巫

女舞には 「当て振 り的な動きはほとんどない」 と

述べているので, この当て振りは田舞独自の特徴

といえる。

また, 田舞の所作には, 当て振 りの他に興味深

いしぐさが認められる。まず例1で 述べた 「カイ

グリ」であるが, これは日本舞踊, 童歌遊びや各

地の民謡にもしばしば見られるものである。次に

田植歌の(1), (2), (3)の間に必ず入る唾 し詞である

「ヤレヤレ」に伴 う動作であるが, 春日大社の現

行の舞では, 手を真下におろすが, 表6に 示す金

刀比羅宮の現行の舞や, 出羽三山神社の現行の舞

では, 腕を下ろさずに前方に伸ばす。 この所作は

今 日の民踊の基本動作 とされる 「立てさしかざし」

と全 く同じである。次に表7に 示すように, 大き

く足を後ろへ跳ね上げる動きの 「ウエチラシ」の

動作 も, 田舞にもしばしば表れる 「打手」(手拍子)

と組み合わさって, 民踊によく現れる。

 このように春 日社伝神楽の他の巫女舞には見ら

れない動作

がいずれも

日本の庶民

的な踊り,

民踊と類似

しているこ

とも, 田舞

の所作の特

徴であり, 田舞 と民踊は成立の段階または, 変遷

の段階において, 何 らかの強い相互関係にあるこ

とが充分推測される。

4。 春日大社の田舞と他の神社の田舞

 最後に, 明治初期に富田光美によって伝え られ

た, 金刀比羅宮の田舞, '出羽三山神社の田舞と, 

春 日大社の田舞を比較 してみると, 富田光美が変

えて伝えたために, 明 らかに異なる部分 もあるが

時がたつにつれて自然と変わ ってきた部分が多い

よ うである。例えば金刀比羅宮は全体的にみて, 

舞楽調の動きで, 終始腰を落 した形のままで舞わ

れる。出羽三山神社では, 巫女だけでなく男性 も

混って, あたかも盆おどりの輪のように, テンポ

も速 く楽 しいふんい気で舞われる。

 以上のように, その土地によって同 じ舞が違っ

た変容を見せていくことも非常に興味深いことで

ある。今回は主 として動作の特徴に注目して報告

したが, 今後は田舞の歌詞の成立期 と動作との関

係について更に詳 しい検討を試みたいと考えてい

る。

表5 「ホンゴクエ」 に伴う動作

表6 「ヤ レヤ レ」 に伴う動作

表7 「ウエチラシ」に伴 う動作
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